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取付説明書ガラスラッチ錠   M675W30型 IN型、ＯＵ型 （ハンドル穴付サムターンタイプ）施工説明書

このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。
取付作業前に本説明書をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。
取付後は、本書をいつでも取り出せるよう保管してください。
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寸法図・仕様

扉加工図正しく安全に施工していただくために

本製品について
 レバーハンドル、ストライクボックス、ストライクプレートと組み合わせ使用する、ガラスラッチ錠
です。

IN 型 ( 内開き ) OU型 (外開き )

注意　軽傷を負うことや、物的損害が発生するおそれがある内容を示します。

禁止警告
注意 厳守

図記号の意味

レバーハンドルは、別途ご用意ください。
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戸先側 吊元側
シャワーブースなどの水回りでは、使用できません。
ガラスは、強化ガラスを使用してください。
また、ガラスには飛散防止フイルムを貼ることをお勧め
します。但し、ガラスと製品が接触する範囲の飛散防止
フイルムは除去してください。本製品がずれることがあ
ります。
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※ISO9001: 物流WESTを除く、国内拠点　※ISO14001: 千葉工場および物流センター (SBC)
ISO 9001(JSAQ384)・ISO 14001(JSAE597) 審査登録

右勝手、左勝手変更方法

1、ラッチの向き（変更前）

2、ラッチの向き変更（変更後）
右の説明参照

3、本体の向きを変える

4、左右どの場合もレバー
ハンドル取付穴の滑り
板が右図の向きである
こと。

取付方法

付属工具

レバーハンドル
（お客様手配）

ラッチ本体

36.5

40.8

ガラス厚８～ 10 mm用

ガラス厚 10～ 12 mm用
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サテンステンレス調仕上げ
ハンドルＭ607Ｗ-13を使用
する場合、ハンドル付属の部品
( 黒色 ) を使用してください。

付属の六角レンチレンチ 呼び4、付属工具、プラスドライバーを使い、❶～❽の順に取付けてください。
❹は、ガラス厚により、付属品と差し替えてください。

例、右勝手から左勝手へ 変更手順
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ラッチの固定
ねじを緩める。

ラッチの向きを
変える。

ラッチの固定
ねじを締める。

180°

戸先側

戸尻側
滑り板 (上）

滑り板 (下）

サムターン

スナップリングプライヤー

サムターンと、表示器を入れ替える場合
スナップリングプライヤー（お客様手配）を使い、下記の要領で分解し、組み立ててください。


